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須
磨
寺
に
は
「
当
山
歴
代
」
と
い
う
、
南
北

朝
時
代
か
ら
江
戸
時
代
中
期
ま
で
の
代
々
の
住

職
に
よ
っ
て
書
き
継
が
れ
た
、
日
記
の
よ
う
な

古
記
録
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
に
、
近
畿
一

円
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
文
禄
五
年

（
一
五
九
六
）
の
大
地
震
に
つ
い
て
の
記
述
が

あ
り
、
須
磨
寺
は
全
山
倒
壊
し
て
死
傷
者
も
多

数
あ
り
、
三
重
塔
も
池
に
崩
れ
落
ち
た
と
記
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
工
事
中
の
三
重
塔
は
、
昭
和
五
十
九
年

の
弘
法
大
師
ご
入
定
一
千
百
五
十
年
、
平
敦
盛

卿
八
百
年
の
ご
遠
忌
と
須
磨
寺
開
創
一
千
百
年

を
記
念
し
て
、
四
百
年
ぶ
り
に
再
建
さ
れ
た

も
の
で
す
。
塔
建
立
は
須
磨
寺
代
々
住
職
の

悲
願
で
あ
り
、
五
十
九
年
秋
の
落
慶
法
要
は

「
相そ
う
り
ん
ほ
う
こ
う

輪
放
光
」
と
名
付
け
ら
れ
、
素
晴
ら
し
い

秋
空
の
下
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

相
輪
と
は
、
三
層
目
の
屋
根
か
ら
出
て
い

る
金
色
の
部
分
で
、
露ろ
ば
ん盤
、
伏ふ

く
ば
ち鉢
、
受う

け
ば
な花
、

九く
り
ん輪
、
水す

い
え
ん煙
、
竜

り
ゅ
う
し
ゃ車
、
宝ほ

う
じ
ゅ珠
か
ら
成
っ
て
い
ま

す
。
再
建
に
尽
力
さ
れ
た
先
代
和
尚
は
「
水
煙

の
部
分
に
、
仏
教
の
出
発
点
を
何
百
年
後
の
人

達
に
も
学
び
取
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
、
敢
え

て
釈
迦
誕
生
像
を
彫
り
こ
ん
だ
。『
天
上
天
下

唯
我
独
尊
』
は
釈
尊
の
根
本
精
神
で
あ
り
『
自

覚
』
こ
そ
が
仏
教
の
出
発
点
で
あ
る
。
人
間
の

み
な
ら
ず
、
犬
猫
や
草
木
に
至
る
ま
で
自
分
の

命
が
一
番
尊
く
、
自
分
の
命
が
尊
い
か
ら
こ
そ

他
の
命
も
尊
い
。『
独
尊
』
こ
そ
生
命
尊
重
の

叫
び
で
あ
り
、曼
荼
羅
の
精
神
に
他
な
ら
な
い
。

ど
う
か
、
あ
の
水
煙
を
通
し
て
学
び
取
っ
て
欲

し
い
」
と
、
力
を
込
め
て
述
べ
て
お
ら
れ
ま
し

た
。

　

明
る
い
光
を
放
っ
た
相
輪
と
鮮
や
か
な
朱
色

を
誇
っ
た
層
塔
も
、
三
十
年
の
星
霜
と
鳩
の
糞

害
に
よ
り
少
し
色
褪
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
水
煙
に
込
め
ら
れ
た
思
い
ま
で
も
が
色

褪
せ
な
い
よ
う
、
今
年
の
初
め
よ
り
心
の
修
復

も
兼
ね
て
の
改
修
工
事
を
開
始
い
た
し
ま
し

た
。お
陰
様
で
工
事
は
順
調
に
進
捗
し
て
お
り
、

本
年
十
月
二
十
六
日
に
は
、
隣
接
し
同
様
に
解

体
新
築
工
事
を
し
て
お
り
ま
す
稲
荷
堂
の
落
慶

法
要
も
、
併
せ
て
執
り
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
水
煙
に
込
め
ら
れ
た
思
い
を
新
た
に
噛
み

し
め
て
、
共
に
祝
っ
て
頂
け
ま
し
た
な
ら
幸
い

で
す
。

　

是
非
ご
参
拝
下
さ
い
。
お
待
ち
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

　

大
本
山
須
磨
寺　

貫
主

   　
　

 　
　

小
池　

弘
三

須磨寺三重塔本尊　金剛界大日如来
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時
は
流
れ

　

時
は
移
り

　

そ
し
て
時
は
積
み
重
な
る

　

昭
和
五
十
九
年
十
月
六
日
。
空
は
あ
く
ま
で
青

く
晴
れ
渡
り
、
顔
を
撫
で
る
風
も
さ
わ
や
か
な
秋

の
日
。
境
内
を
う
ず
め
る
参
詣
人
の
頭
上
高
く
に

咲
い
た
、
時
な
ら
ぬ
蓮
の
花
が
は
ら
り
と
開
い
て
、

金
色
燦さ
ん
ぜ
ん然

と
輝
く
九
輪
の
上
に
、
お
釈
迦
さ
ま

の
誕
生
を
祝
っ
た
水
煙
が
こ
の
世
に
現
れ
た
と
き

の
、
そ
の
感
動
は
、
い
ま
も
褪あ

せ
る
こ
と
な
く
生

き
生
き
と
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
日
か
ら
三
十
年
。
十
年
ひ
と
昔
が
三
度

巡
っ
て
、
短
く
も
あ
り
、
長
く
も
あ
る
歳
月
の
な

か
で
、
悲ひ

き喜
交こ
も
ご
も々

、
人
も
町
も
風
景
も
変
わ
り
ま

し
た
。
け
れ
ど
こ
う
し
て
思
い
を
こ
め
て
振
り
返

る
と
、
こ
の
世
の
出
来
事
に
は
偶
然
と
言
う
言
葉

が
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
、
人
と
人
の
織
り
成
す
人
生

模
様
の
不
思
議
は
つ
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
今
年
、
秋
半
ば
須
磨
寺
三
重
塔
は
、
全

容
の
お
色
直
し
と
一
部
の
改
修
工
事
を
終
え
て
、

新
た
に
お
目
見
え
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

塔
の
ご
本
尊
金
剛
界
大
日
如
来
さ
ま
は
総そ
う
き
ん
ぱ
く

金
箔
。

三
十
年
以
前
に
、
製
作
の
大
役
を
仰
せ
つ
か
っ
た

の
は
若
輩
の
私
。

　

そ
し
て
塗
師
は
森
田
鉄
男
、
箔
師
は
橋
口
肇
の

両
氏
。
そ
の
当
時
が
故
に
可
能
だ
っ
た
こ
の
漆
と

金
箔
の
黄
金
コ
ン
ビ
の
技
は
、
歳
月
を
越
え
て
い

ま
も
そ
の
輝
き
を
失
う
こ
と
な
く
、
ご
縁
日
の
ご

開
帳
の
日
差
し
を
優
し
い
も
の
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
此
度
、
ご
本
尊
の
背
後
に
、
胎
蔵
界
大

日
如
来
さ
ま
が
新
た
に
奉
納
さ
れ
る
運
び
と
な

り
、
引
き
続
き
製
作
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

図
ら
ず
も
、
三
十
年
の
己
が
歴
史
を
背
中
合
わ

せ
に
持
て
る
こ
と
の
、
そ
の
光
栄
を
身
に
余
る
喜

び
と
受
け
止
め
て
、
開か
い
げ
ん眼

の
日
を
目
指
し
て
鑿の
み

を

研
ぐ
毎
日
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
胎
蔵
界
大
日
如
来
さ
ま
の
お
身
丈
は
、

金
剛
界
と
同
じ
一
尺
五
寸
座
像
、
材
は
総
尾
州
桧
。

　

初
春
、
工
房
に
届
い
た

桧
の
角
材
は
、
裁
断
さ
れ
，

鉋か
ん
なの

調
整
の
あ
と
、
組
み

合
わ
さ
れ
、
風
花
の
舞
う

こ
ろ
の
吉
祥
日
を
選
ん

で
、
鑿
と
の
出
会
い
を
持

た
れ
ま
し
た
。

　

木
曽
の
山
中
奥
深
く
、

悠
久
の
歳
月
が
育
て
た
美

し
い
柾ま
さ
め目

と
板
目
に
向
き

合
う
と
き
の
、
わ
く
わ
く

す
る
よ
う
な
喜
び
、
そ
し

て
ま
た
一
種
の
か
す
か
な
恐
れ
。
そ
れ
は
仏
像
の

彫
刻
を
日
々
の
暮
ら
し
と
決
め
て
か
ら
久
し
く
年

月
を
経
て
、
数
限
り
な
い
ほ
ど
の
造
像
の
経
験
を

も
っ
て
し
て
も
、
一
種
の
儀
式
の
よ
う
に
今
も
訪
れ

ま
す
。

　

百
年
を
遥
か
に
超
え
て
こ
の
世
に
生
を
持
っ
て

い
た
も
の
に
対
す
る
尊
厳
の
思
い
は
、
手
に
慣
れ

親
し
ん
だ
鑿
を
持
つ
と
き
こ
と
さ
ら
に
体
を
駆
け

巡
り
、
香
り
た
つ
木
の
香
と
と
も
に
、
さ
ら
さ
ら

と
膝
の
上
に
降
り
積
も
る
木
屑
の
、
そ
の
一
片
一

片
で
さ
え
、
た
と
え
よ
う
も
な
く
大
切
な
も
の
に

思
え
て
き
ま
す
。

　
「
彫
る
こ
と
は
祈
る
こ
と
」

そ
し
て

　
「
一
刀
三
礼
」

　

蝋ろ
う
ば
い梅

か
ら
梅
、
桜
か
ら
花
水
木
、
い
つ
か
菖し
ょ
う
ぶ蒲

が
須
磨
寺
公
園
の
池
を
縁
取
り
，
睡
蓮
を
掠か
す

め
て

燕
が
飛
び
交
う
五
月
。
青
葉
の
光
の
差
し
込
む
工

房
で
、
大
日
如
来
さ
ま
は
少
し
ず
つ
そ
の
お
姿
を

あ
ら
わ
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

仕
上
が
り
は
総そ
う
き
り截
金か
ね

。
桧
の
木
目
と
截
金
、
そ

の
出
会
い
の
妙
の
、
弾
け
る
よ
う
な
楽

し
さ
が
始
ま
る
の
も
こ
れ
か
ら
で
す
。

　

一
体
の
仏
像
が
こ
の
世
に
お
生
ま
れ

に
な
る
た
め
に
は
、
実
に
多
く
の
要
素

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
仏
師
と
は
そ
の

中
の
ほ
ん
の
小
さ
な
ひ
と
つ
の
歯
車
に

過
ぎ
ま
せ
ん
。

　

仏
像
の
発
信
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、

か
た
ち
に
あ
ら
わ
す
為
の
技
術
は
、
経

験
で
会
得
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。そ
れ
は
開か
い
げ
ん眼
さ
れ
る
方
が
存
在
し
、

守
ら
れ
、
お
手
を
合
わ
さ
れ
る
方
々
の

存
在
を
待
っ
て
、
は
じ
め
て
可
能
な
も
の
と
な
り

ま
す

　

仏
師
が
目
指
す
と
こ
ろ
の
か
た
ち
は
、
例
え
ば
、

丁
寧
に
磨
か
れ
た
透
明
な
ガ
ラ
ス
の
コ
ッ
プ
の
よ

う
に
、
中
身
が
美
し
く
透
け
て
見
え
る
こ
と
。
あ

く
ま
で
そ
う
心
が
け
て
、
毎
日
鑿
を
研
い
で
、
言

い
換
え
れ
ば
自
分
自
身
が
一
本
の
鑿
と
な
っ
て
、

木
の
中
か
ら
生
ま
れ
て
来
よ
う
と
さ
れ
て
い
る
仏

さ
ま
に
向
か
い
ま
す
。

　

昨
今
の
仏
像
ブ
ー
ム
に
良
く
聞
か
れ
ま
す
。

　
「
仏
像
の
魅
力
は
」
と
。

さ
あ　

ど
う
で
し
ょ
う
。

　

半
世
紀
近
く
も
木
の
中
に
仏
さ
ま
の
お
姿
を
探

し
求
め
て
い
て
も
、
魅
力
そ
の
も
の
を
言
葉
に
変

え
る
こ
と
は
と
て
も
難
し
く
、正
直
な
と
こ
ろ
、「
良

く
わ
か
り
ま
せ
ん
」
と
し
か
答
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

人
に
は
人
そ
れ
ぞ
れ
の
生
き
方
が
あ
っ
て
、
仏

像
と
の
接
点
も
、
前
に
立
た
れ
る
と
き
の
思
い
も
、

手
の
合
わ
せ
方
も
い
ろ
い
ろ
で
、
そ
れ
は
そ
れ
で

良
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
『
仏
さ
ま
に
向
か
わ
れ
て
い
る
と
き
は
、
ご
自

分
の
中
の
仏
さ
ま
が
目
を
覚
ま
さ
れ
て
い
る
と

き
』
と
お
聞
き
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は

彫
っ
て
い
る
と
き
も
同
じ
こ
と
で
す
。

　

須
磨
寺
の
参
道
に
あ
る
私
の
工
房
に
は
、
須
磨

寺
の
管
長
さ
ま
の
ご
好
意
で
、
一
般
の
方
々
に
仏

像
の
彫
刻
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
の
須
磨
寺

仏
像
彫
刻
会
が
あ
り
ま
す
。
毎
月
第
一
と
第
三
の

水
曜
日
と
土
曜
日
、
老
若
男
女
様
々
な
方
た
ち
が

集
ま
っ
て
来
ら
れ
て
、
各
人
各
様
の
仏
像
彫
刻
の

時
間
を
持
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
教
室
の
中
で

　
「
仏
さ
ま
を
ご
自
分
の
手
で
彫
り
な
が
ら
、
実

は
自
分
自
身
が
彫
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
気
に
な
る

こ
と
が
あ
る
」

と
話
さ
れ
る
声
を
、
と
き
ど
き
耳
に
し
ま
す
。

　

仏
像
は
こ
の
世
の
人
々
の
た
め
に
生
ま
れ
て
く

る
も
の
。
生
ま
れ
る
べ
く
し
て
生
ま
れ
る
仏
さ
ま

を
、
お
迎
え
す
る
こ
と
の
出
来
る
場
に
い
る
こ
と
、

仏
師
と
は
な
ん
と
幸
せ
な
仕
事
か
と
、
今
更
な
が

ら
思
い
を
新
た
に
胸
に
手
を
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

彫
る
こ
と
は

　
　
　
祈
る
こ
と

　
　

須
磨
寺
大
仏
師

　
　
　
　

山
髙
龍
雲
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四
萬
六
千
日
燈
明
会
　

　
　
　
　 

〜
み
あ
か
り
観
音
〜

夏
・
秋
の
行
事
案
内

　

四
萬
六
千
日
と
は
観
音
様
の

縁
日
で
、
こ
の
日
に
お
参
り
す

る
と
四
萬
六
千
日
参
詣
し
た
の

に
相
当
す
る
功
徳
を
生
ず
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

須
磨
寺
で
は
本
堂
に
お
い
て

初
盆
精
霊
供
養
の
法
要
を
執
り

行
い
、
引
き
続
い
て
境
内
に
ろ

う
そ
く
で
形
作
ら
れ
た
巨
大
な

観
音
様
の
お
顔
、
み
あ
か
り
観

音
の
前
で
読
経
し
、
皆
様
方
の

所
願
成
就
・
萬
霊
供
養
を
祈
念

い
た
し
ま
す
。

　

そ
の
後
本
堂
前
に
お
い
て
、
和
太
鼓
奉
奏
な
ど
の
催
し
も
ご
ざ
い
ま
す
。

ご
知
友
お
誘
い
合
わ
せ
て
ご
参
拝
下
さ
い
。

　
　
　

一
、
日　
　

時　
　

八
月
九
日　
　

午
後
六
時
よ
り

　
　
　

一
、
会　
　

場　
　

須
磨
寺
本
堂
前

　
　
　

一
、
供
養
・
ご
祈
祷
料　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ろ
う
そ
く　
　
　

一
本　
　

千
円
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

祈
祷
札　
　
　
　

一
体　
　

三
千
円
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

経
木
供
養　
　
　

一
霊　
　

三
千
円
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　

◎
須
磨
寺
本
堂
前
寺
務
所
に
て
お
申
し
込
み
下
さ
い

　
◇ 

七
月
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

○
二
十
八
日
（
月
）〜
八
月
三
日
（
日
）　
土
用
行
〈
午
前
五
時
十
五
分
〉　
護
摩
堂

○
三
十
日   （
水
）　
　
寺
子
屋
修
行

　
◇ 

八
月
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

○
九
日    

（
土
）　
　
四
萬
六
千
日
燈
明
会
　
み
あ
か
り
観
音
　

                                  

〈
午
後
六
時
〉　
須
磨
寺
　
本
堂

○
十
二
日
（
火
）
〜
十
五
日
（
金
）　
盂
蘭
盆
会

○
十
五
日
（
金
）　
　
盆
大
施
餓
鬼
法
要
　〈
午
後
二
時
〉　
本
坊
客
殿

○
十
七
日
（
日
）　
　
青
葉
殿
盂
蘭
盆
会
法
要
　〈
九
時
・
十
二
時
・
十
五
時
〉　
青
葉
殿

○
十
九
日
（
火
）　
　
盆
大
施
餓
鬼
法
要
　〈
午
後
二
時
〉　
櫻
寿
院
本
堂

○
二
十
日
（
水
）　
　
盆
大
施
餓
鬼
法
要
　〈
午
後
二
時
〉　
蓮
生
院
本
堂

○
二
十
日
（
水
）・
二
十
一
日
（
木
）　
盆
大
師
（
縁
日
）

　
◇ 

九
月
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

○
二
十
日
（
土
）
〜
二
十
六
日
（
金
）　
彼
岸
会
　
特
別
護
摩
祈
祷
〈
午
前
十
時
・
午
後
二
時
〉
護
摩
堂

　
◇ 

十
月
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

○
二
十
六
日
（
日
）

　
　
　
　
　
須
磨
寺
三
重
塔
改
修
・
出
世
稲
荷
社
落
慶
法
要
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
午
前
十
時
〉　
三
重
塔
・
出
世
稲
荷
社

　
　
　
　
　
落
慶
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
　
　
藤
原
道
山
＆
Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
Ｋ
Ｅ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
午
後
六
時
半
開
演
〉
須
磨
寺
　
本
堂
前
　
雨
天
時
は
青
葉
殿

　
◇ 
十
一
月
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

○
十
六
日
（
日
）

　
　
　
　
　神
戸
十
三
佛
霊
場
会
　
開
創
二
十
周
年
記
念
行
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
要　
〈
午
後
二
時
〉
須
磨
寺
　
本
堂

　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
砂
ふ
み　

墨
跡
展　
〈
終
日
〉　
本
坊
　
客
殿

○
二
十
三
日（
日
）　
秋
の
大
祭
　
須
磨
の
火
祭
り
　
柴
燈
大
護
摩
供
　〈
午
前
十
一
時
〉
須
磨
寺
　

寺子屋修行
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三
重
塔
改
修
・

出
世
稲
荷
新
築

落
慶
記
念
法
要
の

ご
案
内　
　
　
　

【
三
重
塔
改
修
落
慶
記
念—

奉
納
コ
ン
サ
ー
ト
の
ご
案
内
】

◉ 

稚
児
募
集
要
項 

◉ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

記  

  

一
、
日　
　

時　
　

 

十
月
二
十
六
日（
日
）　　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

法
要　
　
　
　
　

午
前
十
時
開
白

　
　
　
　
　
　
　
　
　

式
典　
　
　
　
　

午
前
十
一
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　

須
磨
琴
奉
奏　
　

午
前
十
一
時
半

  

一
、
会　
　

場　
　

  

須
磨
寺
三
重
塔
・
出
世
稲
荷
社

三
重
塔
と
出
世
稲
荷
社
の
落
慶
法
要
に
伴
っ
て
行
う

稚
児
行
列
の
お
稚
児
さ
ん
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

須
磨
寺
寺
務
所
受
付
に
て
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

〇
日
時　

十
月
二
十
六
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
七
時
半
集
合

〇
場
所　

須
磨
寺
本
坊
書
院

〇
締
切　

十
月
二
十
一
日
（
火
）

〇
費
用　

一
人
五
千
円

〇
年
齢　

満
五
歳
か
ら
満
九
歳
ま
で

〇
定
員　

三
十
名

〇
時
間　

九
時
半
か
ら
十
二
時
ま
で

お
車
で
御
来
山
予
定
の
方
は
、
申
し
込
み
時
に
当
日

の
駐
車
許
可
証
を
発
行
致
し
ま
す
の
で
お
申
し
付
け

下
さ
い
。

「
藤
原
道
山
×
Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
Ｋ
Ｅ
」

　

～
尺
八
と
マ
リ
ン
バ
に
よ
る
世
界
最
小
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
～

　

三
重
塔
改
修
・
出
世
稲
荷
新
築
を
記
念
し
て
、
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。
尺
八
奏
者

の
藤
原
道
山
さ
ん
と
マ
リ
ン
バ
奏
者
の
Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
Ｋ
Ｅ
さ
ん
を
お
招
き
し
て
、
秋
の
夜
長

の
ひ
と
時
を
荘
厳
な
雰
囲
気
の
中
、
演
奏
し
て
頂
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
皆
様
、
ご
知
友
お
誘

い
あ
わ
せ
て
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
ま
せ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

記

　

一
、
日　
　
　

時　
　

  

十
月
二
十
六
日
（
日
曜
日
）　

開
場　

十
八
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

開
演　

十
八
時
半

　

一
、
会　
　
　

場　
　

  

須
磨
寺　

本
堂
前　

※
雨
天
時
は
、
青
葉
殿
に
変
更

　

一
、一
般
発
売
日　
　
　

八
月
一
日
（
金
曜
日
）　

午
前
十
時
よ
り

　

一
、
受
付
電
話
番
号　
　
０
５
７
０
（
０
２
）
９
９
９
９

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｐ
コ
ー
ド
：
２
３
２
‐
９
８
３
）

　

一
、
チ
ケ
ッ
ト
代　
　

  

三
千
円
也
（
一
席
）

　

       

※
コ
ン
サ
ー
ト
へ
の
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

　

       

※
お
申
込
み
は
、
須
磨
寺
寺
務
所
、
全
国
の
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
、
サ
ー
ク
ル
Ｋ
・
サ
ン
ク
ス
、　

セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
ま
で

　

尺
八
の
新
た
な
魅
力
を
拓
く
第
一
人
者
と
し
て
、
邦
楽
の
み
な
ら
ず
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
で
活
躍
中
の

藤
原
道
山
。
５
オ
ク
タ
ー
ブ
の
マ
リ
ン
バ
を
自
在
に
操
り
、
唯
一
無
二
の
世
界
観
で
メ
ロ
デ
ィ
を
奏
で

る
Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
Ｋ
Ｅ
（
シ
ン
ス
ケ
）
が
共
演
。

平成十五年本堂落慶法要
お稚児行列で管長と

藤原道山・SINSKE
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十
三
ま
い
り
の
ご
報
告で

記
念
写
真
を
お
撮
り
に
な
り
、
各
々
の
願
い
が

書
か
れ
た
絵
馬
を
大
師
堂
前
に
奉
納
さ
れ
、
法
要

は
無
魔
成
満
い
た
し
ま
し
た
。

　

仏
様
の
ご
加
護
を
頂
き
、
受
者
の
皆
様
が
仏
様

の
智
恵
の
如
く
慈
悲
の
心
を
以
っ
て
知
識
を
活
用

し
、
優
し
い
大
人
へ
と
成
長
さ
れ
ま
す
よ
う
祈
念

い
た
し
ま
す
。　
　
　
　
　

　

ま
た
今
年
か
ら
、
祈
願
法
要
当
日
に
ご
都
合
の

つ
か
な
い
方
に
、
後
日
個
別
に
お
勤
め
を
い
た
し

ま
し
た
。

　

来
年
以
降
、
日
程
の
都
合
が
付
か
な
い
方
は
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

須
磨
の
火
祭
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

須
磨
の
火
祭
り
は
屋
外
で
の
柴さ

い
と
う燈
大お

お

護ご

ま

く
摩
供
で
、
こ
の
一
年
を
無
事
に
終
え
た
事

を
仏
様
に
感
謝
し
、
火
渡
り
に
よ
っ
て
身
を
清
め
新
し
い
年
を
迎
え
る
た
め
に
晩
秋

に
行
い
ま
す
。
火
渡
り
神
事
と
は
火か
し
ょ
う生
三ざ

ん
ま
い昧
と
も
い
わ
れ
、
柴
燈
護
摩
の
終
わ
り
に

火
の
上
を
渡
る
荒
行
で
す
。
浄
火
に
よ
り
災
厄
を
祓
い
福
を
招
く
と
い
わ
れ
て
お
り

ま
す
。
特
に
来
年
厄
年
を
迎
え
る
方
は
、
厄
難
消
除
の
た
め
に
、
火
渡
り
を
し
て
身

を
清
め
、
新
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。

　

入
壇
（
火
渡
り
）
の
方
は
当
日
お
札
、
行
者
手
ぬ
ぐ
い
を
お
渡
し
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

記

　

一
、
日　
　
　

時　
　
　

十
一
月
二
十
三
日
（
日
曜
日
）
午
前
十
一
時
開
白

　

一
、
会　
　
　

場　
　
　

須
磨
寺
境
内　

※
荒
天
時
は
、
護
摩
堂
に
て

　

一
、
ご

祈

祷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

特
別
祈
祷
札　
　
　

一
万
円
・
三
万
円
・
五
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

添
護
摩
木　
　
　
　

千
円
也

　

一
、
火
渡
り　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

厄
年
特
別
火
渡
り　

五
千
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
般
火
渡
り　
　
　

二
千
円
〈
先
着
百
五
十
名
〉

　
　
　
　
　

※
火
渡
り
神
事
は
荒
行
で
ご
ざ
い
ま
す
。
多
少
の
や
け
ど
も
ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
　
　
　

申
込
書
の
注
意
を
よ
く
お
読
み
の
う
え
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

　

一
、
お
申
し
込
み　
　
　

十
一
月
二
十
一
日
（
金
）
ま
で
と
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

須
磨
寺
派
各
寺
院
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

    

　

平
成
二
七
年　

厄
年
表

　
　

平
成　

九
年
生
（
女
性　

厄
年
）　　

平
成　

三
年
生
（
男
性　

小
厄
）

　
　

昭
和
五
九
年
生
（
女
性　

前
厄
）　　

昭
和
五
十
年
生
（
男
性　

前
厄
）

　
　

昭
和
五
八
年
生
（
女
性　

本
厄
）　　

昭
和
四
九
年
生
（
男
性　

本
厄
）

　
　

昭
和
五
七
年
生
（
女
性　

後
厄
）　　

昭
和
四
八
年
生
（
男
性　

後
厄
）

　
　

昭
和
五
四
年
生
（
女
性　

厄
年
）　　

昭
和
三
十
年
生
（
男
性　

厄
年
）

　
　

昭
和
三
十
年
生
（
女
性　

厄
年
）

　

去
る
平
成
二
十
六
年
四
月
五
日
午
後
一
時
よ

り
、
本
坊
書
院
に
於
い
て
、
十
三
ま
い
り
祈
願
法

要
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
十
三
ま
い
り
と
は
、

古
来
よ
り
生
ま
れ
年
の
干
支
が
初
め
て
巡
っ
て
来

る
年
（
数
え
年
十
三
歳
）
に
、
虚
空
蔵
菩
薩
様
に

智
恵
と
福
徳
と
健
康
を
お
授
け
頂
き
、
心
身
共
に

大
人
へ
と
歩
ん
で
行
く
子
供
の
成
長
を
喜
び
、
仏

様
の
ご
加
護
を
お
祈
り
す
る
行
事
で
す
。

　

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
受
者
七
名
の
参
集

を
頂
き
ま
し
た
。
塔
頭
の
住
職
方
の
読
経
が
響
く

中
、
導
師
よ
り
額
に
虚
空
蔵
菩
薩
様
の
種
字
を
授

か
り
ま
し
た
。
法
要
終
了
後
に
は
ご
家
族
の
皆
様
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今
年
の
境
内
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　

記

　

一
、
三
重
塔
改
修
工
事
（
色
塗
り
直
し
）

　
　
　

工
期　

平
成
二
十
六
年
一
月
下
旬
着
工

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〝　
　
　

七
月
上
旬
完
成

　
　
　

施
工　

株
式
会
社  

金
剛
組

　

一
、
出
世
稲
荷
新
築
工
事

　
　
　

工
期　

平
成
二
十
六
年
一
月
下
旬
着
工　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
〝　
　
　
　

九
月
上
旬
完
成
予
定　
　
　
　

　
　
　

 

施
工　

株
式
会
社  

金
剛
組

　

一
、
寺
務
所
横
ト
イ
レ
改
修
工
事

　
　
　

工
期　

平
成
二
十
六
年
六
月
下
旬
着
工

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〝　
　
　

七
月
下
旬
完
成
予
定　
　
　
　

　
　
　

施
工　

株
式
会
社  

柴
田
工
務
店

　

参さ
ん
け
い
ま
ん
だ
ら

詣
曼
荼
羅
と
は
、
そ
こ
に
描
か
れ
た
寺
社
へ
の
参
詣

を
促
す
た
め
に
描
か
れ
た
も
の
で
す
。
そ
の
寺
社
に
関
す

る
縁
起
や
仏
事
・
神
事
な
ど
の
習
俗
、
参
詣
道
に
所
在
す

る
名
所
・
旧
跡
な
ど
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
こ
の
「
須
磨
寺
参
詣
曼
荼
羅
」
に
須
磨
寺
が
ど

の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
の
か
を
見
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

ま
ず
中
央
上
部
を
見
る
と
、
本
堂
を
中
心
に
左
右
に
そ

れ
ぞ
れ
三
重
塔
・
鐘
楼
・
奥
の
院
・
護
摩
堂
・
釈
迦
堂
・

鎮
守
社
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
中
で
も
本
堂
を
ひ
と

き
わ
巨
大
に
描
く
こ
と
に
よ
り
本
尊
で
あ
る
聖
観
音
の
秘

め
ら
れ
た
存
在
を
見
る
人
に
誇
示
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
本
堂
の
前
に
は
中
門
と
大
門
が
描
か
れ
て
い
ま

す
が
、
こ
の
中
門
と
大
門
に
は
さ
ま
れ
た
空
間
に
従

じ
ゅ
う
し
ゃ者

を

連
れ
た
貴
族
ら
し
き
人
物
が

桜
を
見
上
げ
て
い
ま
す
。
こ

の
人
物
は
『
源
氏
物
語
』
の

主
人
公
で
あ
る
光
源
氏
で
す
。

そ
の
光
源
氏
が
見
上
げ
て
い

る
桜
は
、『
源
氏
物
語
』
須
磨

の
巻
で
光
源
氏
が
植
え
た
若

木
の
桜
で
す
。
こ
の
若
木
の
桜
は
現
在
「
若
木
の
桜
跡
」

と
し
て
須す

ま
で
ら
た
っ
ち
ゅ
う

磨
寺
塔
頭
桜お

う

壽じ
ゅ
い
ん院

の
北
、
参
道
の
西
側
に
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
右
上
の
月が

ち

輪り
ん

の
左
に
一

本
の
松
が
描
か
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
一
ノ
谷
の
合
戦
の
時
に
源

義
経
が
腰
を
掛
け
た
と
い
う
伝
承

が
あ
る
「
義よ

し
つ
ね経

腰こ
し
か
け
の掛

松ま
つ

」
で
、

現
在
は
本
堂
横
の
大
師
堂
前
、
敦

盛
首
洗
い
の
池
の
側
に
あ
り
ま

す
。

　

以
上
が
「
須
磨
寺
参
詣
曼
荼
羅
」

に
描
か
れ
た
須
磨
寺
の
様
子
で

す
。「
須
磨
寺
参
詣
曼
荼
羅
」に
は
、

須
磨
寺
だ
け
で
は
な
く
、
他
に
も

須
磨
の
地
に
関
す
る
伝
承
が
描
か

れ
て
い
ま
す
。
次
回
は
そ
の
須
磨

の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

   平成二十六年　
  年忌一覧　 

一 周 忌  平成二十五年
三 回 忌  平成二十四年
七 回 忌  平成二十年
十 三 回 忌 　平成十四年
十 七 回 忌 　平成十年
二十三回忌　 平成四年
二十五回忌　 平成二年
二十七回忌　 昭和六十三年
三十三回忌　 昭和五十七年
三十七回忌　 昭和五十三年
五 十 回 忌 　昭和四十年
百 回 忌  大正四年

須
磨
寺
の
歴
史
〈
十
三
〉

 
―
須
磨
寺
参
詣
曼
荼
羅
〈
二
〉
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わらべ 地 蔵 尊  奉 納
松本  加奈  様    
片山  悦子  様  
丹谷  幸恵  様

五 鈷 水 提 灯 　 奉 納
山崎  菜々実  様

　

二
〇
一
一
年
三
月
十
一
日
午
後
二
時
四
十
六
分
、
東
北
・
関

東
地
方
を
襲
っ
た
巨
大
地
震
と
津
波
。
あ
の
大
地
震
か
ら
早
や

三
年
が
経
と
う
と
し
て
い
た
今
年
の
一
月
、
須
磨
寺
に
一
つ
の

依
頼
が
入
り
ま
し
た
。
依
頼
主
は
大
仏
師
・
渡わ
た
な
べ邊

勢せ
い
ざ
ん山

先
生
で

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
時
、勢
山
先
生
は
「
あ
ゆ
み
観
音
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
と
い
う
も
の
を
実
行
さ
れ
て
い
ま
し
た
。「
あ
ゆ
み
観
音

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
は
、
東
日
本
大
震
災
の
時
、
津
波
で
流
さ

れ
た
陸
前
高
田
の
松
の
木
を
使
っ
て
観
音
さ
ま
の
像
を
彫
る
と

い
う
も
の
で
、
各
地
で
の
み
い
れ
式
を
行
い
、
多
く
の
人
に
「
一

刀
」
を
入
れ
て
頂
き
、
復
興
へ
の
祈
り
を
込
め
な
が
ら
、
一
つ

の
観
音
さ
ま
を
彫
る
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

　

須
磨
寺
は
、
勢
山
先
生
と
は
平
成
十
五
年
須
磨
寺
本
堂
改
修

落
慶
の
お
り
、
六
観
音
像
を
彫
っ
て
頂
き
、
本
堂
に
お
祀
り
し

た
こ
と
か
ら
ご
縁
が
あ
り
ま
し
た
。「
あ
ゆ
み
観
音
」
は
平
成

二
十
五
年
三
月
、
奈
良
県
の
當た
い
ま
で
ら
な
か
の
ぼ
う

麻
寺
中
之
坊
に
寺
務
局
を
お
き
、

室
生
寺
、
唐
招
提
寺
、
東
大
寺
、
長
谷
寺
、
信
貴
山
朝
護
孫
子

寺
な
ど
、
数
々
の
由
緒
あ
る
お
寺
三
十
か
所
以
上
で
の
み
入
れ

式
を
行
い
徐
々
に
そ
の
お
姿
を
現
し
て
き
ま
し
た
。

勢
山
先
生
か
ら
の
ご
依
頼
は
「
あ
ゆ
み
観
音
、
最
後
の
の
み
入

れ
式
を
、
是
非
須
磨
寺
で
さ
せ
て
頂
き
た
い
。」
と
い
う
も
の
で

し
た
。
お
話
を
聞
く
と
、
先
生
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
る
当

初
か
ら
、
最
後
は
須
磨
寺
で
の
み
入
れ
式
を
行
い
た
い
と
考
え

て
お
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
は
、
二
十
年
前
大
震
災
を
経
験

し
た
神
戸
で
、
同
じ
痛
み
が
わ
か
る
人
た
ち
に
最
後
に
の
み
を

入
れ
て
も
ら
い
、
祈
り
を
込
め
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
か
ら
で

し
た
。

　

今
年
の
二
月
十
八
日
九
時
半
か
ら
、
須
磨
寺
本
堂
に
あ
ゆ
み

観
音
さ
ま
を
安
置
し
、
復
興
祈
願
法
要
を
厳
修
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
勢
山
先
生
が
横
に
つ
い
て
、
お
一
人
お
一
人
が
復
興
や

そ
れ
ぞ
れ
の
願
い
を
込
め
て
、
の
み
を
入
れ
て
い
き
ま
し
た
。

極
寒
の
中
、二
百
人
以
上
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
皆
様
に
は
、

自
分
で
の
み
を
入
れ
た
木
く
ず
を
お
守
袋
に
入
れ
て
も
ら
い
、

観
音
さ
ま
の
分
身
の
御
守
と
し
て
お
持
ち
帰
り
頂
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
あ
ゆ
み
観
音
さ
ま
は
勢
山
先
生
の
工
房
で
仕
上
げ
ら

れ
、
須
磨
寺
で
六
月
二
十
八
日
に
完
成
披
露
と
復
興
祈
願
法
要

が
行
わ
れ
、
終
日
多
く
の
参
詣
者
が
手
を
合
わ
せ
て
行
か
れ
ま

し
た
。

　

七
月
に
陸
前
高
田
市
に
無
事
奉
安
さ
れ
、
開
眼
法
要
が
厳
粛

に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

苦
し
ん
で
い
る
被
災
地
の
方
々
に
我
々
が
で
き
る
こ
と
は
限

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
忘
れ
ず
に
い
る
こ
と
、
お
祈
り
す
る
こ
と

が
い
か
に
大
切
な
こ
と
か
、
今
回
改
め
て
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。

◆奉納に対する御礼◆
平成 26 年1月1日～ 6月30 日

◆皆様の献金に対する◆
感謝とご報告

平成 26 年1月1日～ 5月31日

献 金 と 寄 進 者 の ご 報 告

東日本 大 震 災

おぎゃー献金

盲導犬

全 5 回

全 5 回

全 7 回

2,347,200 -

281,272 - 

173 ,263 -

あ
ゆ
み
観
音

　

 　

～
東
日
本
大
震
災  

被
災
地
復
興
を
祈
念
し
て
～
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お
盆
と
は
「
盂う
ら
ぼ
ん
え

蘭
盆
会
」
と
い
い
、起
源
は
「
盂

蘭
盆
経
」
と
い
う
、
お
経
に
説
か
れ
て
い
ま
す
。

　

お
釈
迦
様
の
十
大
弟
子
の
一
人
、
神
通
力
第

一
の
目も
く
れ
ん連
尊そ
ん
じ
ゃ者
が
、
そ
の
神
通
力
で
愛
し
き
亡

母
の
往
く
先
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
お
母
様
は

餓が

き鬼
道ど
う

に
落
ち
て
苦
し
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

大
変
驚
か
れ
た
目
連
尊
者
は
お
釈
迦
様
に
な
ん

と
か
救
い
出
す
事
が
で
き
な
い
も
の
か
と
相
談

さ
れ
ま
し
た
。
お
釈
迦
様
は
次
の
よ
う
に
諭
さ

れ
ま
し
た
。

　
「
目
連
よ
、
そ
な
た
の
母
は
そ
な
た
を
愛
す
る

ば
か
り
に
、
他
の
子
よ
り
良
い
物
を
与
え
、
良

い
服
を
着
せ
、
他
の
子
よ
り
も
偉
く
な
っ
て
も

ら
い
た
い
一
心
で
日
々
を
送
っ
て
い
た
。
故
に

他
者
を
傷
つ
け
て
も
気
が
付
か
な
か
っ
た
よ
う

だ
。
そ
の
罪
は
決
し
て
軽
く
は
な
い
も
の
ぞ
」

　

そ
れ
か
ら
お
釈
迦
様
は
、
七
月
十
五
日
に
多

く
の
僧
た
ち
に
「
百ひ
ゃ
く
み味
の
飲お
ん
じ
き
ご

食
五
薬や
く

」
を
供
養

す
る
こ
と
で
、
母
親
が
餓
鬼
道
の
苦
し
み
か
ら

逃
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
お
教
え
に
な
り
ま
し

た
。
目
連
尊
者
は
お
釈
迦
様
の
、
み
教
え
を
守

り
お
母
様
を
救
い
出
し
ま
し
た
。

　

イ
ン
ド
で
は
四
月
か
ら
七
月
が
雨
季
に
あ
た

り
、
僧
侶
は
外
に
出
て
托た
く
は
つ鉢

や
布
教
が
で
き
な

い
た
め
、
精
舎(

お
寺)

に
集
ま
り
お
釈
迦
様
の

教
え
を
学
び
ま
す
。
七
月
十
五
日
は
そ
の
最
後

の
日
に
あ
た
り
、
仏
教
徒
に
と
っ
て
は
ご
先
祖

様
を
供
養
す
る
縁
日
と
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
ご
先
祖
さ
ま
を
供
養
す
る
盂

蘭
盆
会
の
行
事
が
行
わ
れ
る
様
に
な
り
ま
し
た
。

日
本
で
は
約
千
四
百
年
前
に
推
古
天
皇
が
、
寺

ご
と
に
斎さ
い
え会

を
設
け
ら
れ
た
の
が
、
盂
蘭
盆
会

の
は
じ
ま
り
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

お
盆
は
、
お
寺
地
域
に
よ
っ
て
差
が
あ
り
ま

す
が
、
七
月
十
三
日
か
ら
十
六
日(

旧
暦
で
は
、

八
月
十
三
日
か
ら
十
六
日)

ま
で
で
、
十
三
日

の
夕
に
「
お
迎
え
火
」
を
焚
い
て
、「
精
霊
棚
」

に
ご
先
祖
様
の
精
霊
を
お
迎
え
し
、
果
物
や
菓

子
を
お
供
え
し
て
ご
供
養
し
ま
す
。
そ
し
て
、

十
六
日
の
夕
に
は
「
送
り
火
」
を
焚
い
て
、
ご

先
祖
様
の
精
霊
を
お
送
り
し
ま
す
。
こ
の
間
は
、

故
郷
を
離
れ
て
い
る
人
も
実
家
に
帰
り
、
皆
で

ご
先
祖
様
の
精
霊
を
ご
供
養
す
る
風
習
が
現
在

ま
で
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

因
み
に
餓
鬼
道
と
は
、
常
に
飢
え
と
渇
き
に

苦
し
む
亡
者
の
世
界
で
す
。
生
き
て
い
る
時
に

常
に
貪
む
さ
ぼ

り
の
心
を
お
こ
し
、
強
欲
だ
っ
た
人
が

死
ん
で
か
ら
餓
鬼
道
に
落
ち
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

お
盆
と
は
、
今
生
き
て
い
る
我
々
が
自
分
の

こ
と
ば
か
り
考
え
、
強
欲
に
な
っ
て
い
な
い
か
、

反
省
す
る
大
切
な
機
会
で
も
あ
る
の
で
す
。

　

ま
た
、
真
心
を
も
っ
て
ご
先
祖
様
へ
の
ご
供

養
す
る
こ
と
自
体
が
、
布
施
（
見
返
り
を
求
め

な
い
施
し
）
で
あ
り
、
我
々
の
貪
り
の
心
を
鎮

め
て
く
れ
る
の
で
す
。

お
盆
の
由
来

餓鬼の襖絵　丸木位里・俊夫妻作（原爆の図作者）　浅間温泉　神宮寺所蔵


